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３ 事業の規模

 ・ 敷地面積：

 ・ 新校舎及び体育館の延床面積：

（既存校舎及び
 

４ 改築後の山形県立寒河江工業高等学校の学科構成及び定員

 ・ 設置学科

 ・ １学年当たりの定員：
 

５ 事業のスケジュール

平成 32

平成 34

平成 36

 

６ 事業の実施手法
 

７ ＰＦＩ事業に含める

 ・ 基本・実施設計

 ・ 校舎及び体育館等の改築

 ・ 現在の

 ・ グラウンド、自転車置場及び駐車場等の外構施設一式の整備

 ・ 産業教育のための備品

 ・ 改築整備完了後の維持管理

 

（注） 以上の内容は現段階での想定であり、変更となる場合がある。

の概要 

現在の校舎等の一部について、耐震性能が基準を満たしておらず、老朽化も進行してい

ることから、改築を行うもの
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の実施箇所
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敷地面積：44,636

新校舎及び体育館の延床面積：

既存校舎及び

後の山形県立寒河江工業高等学校の学科構成及び定員

設置学科     

１学年当たりの定員：

のスケジュール

32 年度～平成

34 年度～平成

36 年度～平成

事業の実施手法

ＰＦＩ事業に含める

基本・実施設計

校舎及び体育館等の改築

現在の校舎及び体育館等の解体

グラウンド、自転車置場及び駐車場等の外構施設一式の整備

産業教育のための備品

改築整備完了後の維持管理

以上の内容は現段階での想定であり、変更となる場合がある。

現在
及び体育館

山形県立寒河江工業高等学校改築整備

の一部について、耐震性能が基準を満たしておらず、老朽化も進行してい

改築を行うもの

【改築整備のイメージ】（現有敷地での改築）

実施箇所  寒河江市緑町

44,636㎡ 

新校舎及び体育館の延床面積：

既存校舎及び体育館の延床面積も同程度）

後の山形県立寒河江工業高等学校の学科構成及び定員

     ：機械科、電子機械科及び情報技術科

１学年当たりの定員：120

のスケジュール 

年度～平成 33 年度

平成 35 年度

平成 37 年度

事業の実施手法  ＰＦＩ手法（ＢＴＯ方式）により実施

ＰＦＩ事業に含める主な内容

基本・実施設計 

校舎及び体育館等の改築

校舎及び体育館等の解体

グラウンド、自転車置場及び駐車場等の外構施設一式の整備

産業教育のための備品を含む備品一式

改築整備完了後の維持管理

以上の内容は現段階での想定であり、変更となる場合がある。
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建替え
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改築を行うもの 

（現有敷地での改築）

寒河江市緑町148

新校舎及び体育館の延床面積：12,350

体育館の延床面積も同程度）

後の山形県立寒河江工業高等学校の学科構成及び定員

：機械科、電子機械科及び情報技術科

120名（１学科当たり

年度 基本・実施設計

年度 新校舎・体育館建築、外構工事

＜新校舎・体育館供用開始：

年度 既存校舎

＜新グラウンド供用開始：

ＰＦＩ手法（ＢＴＯ方式）により実施

内容 

校舎及び体育館等の改築 

校舎及び体育館等の解体 

グラウンド、自転車置場及び駐車場等の外構施設一式の整備

を含む備品一式

改築整備完了後の維持管理（15年間）

以上の内容は現段階での想定であり、変更となる場合がある。
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建替え 
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（現有敷地での改築） 
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12,350㎡程度

体育館の延床面積も同程度） 

後の山形県立寒河江工業高等学校の学科構成及び定員

：機械科、電子機械科及び情報技術科
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基本・実施設計
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校舎・体育館供用開始：

既存校舎等解体、

グラウンド供用開始：
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グラウンド、自転車置場及び駐車場等の外構施設一式の整備

を含む備品一式の調達及び設置
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以上の内容は現段階での想定であり、変更となる場合がある。
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山形県立寒河江工業高等学校改築整備

の一部について、耐震性能が基準を満たしておらず、老朽化も進行してい

 

㎡程度 

 

後の山形県立寒河江工業高等学校の学科構成及び定員

：機械科、電子機械科及び情報技術科

名（１学科当たり40名） 

基本・実施設計 

校舎・体育館建築、外構工事

校舎・体育館供用開始：

解体、グラウンド整備
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の調達及び設置

以上の内容は現段階での想定であり、変更となる場合がある。

校舎・体育館をグラウンドに建替え後、

現在の校舎

ドを整備

 

山形県立寒河江工業高等学校改築整備事業の概要

の一部について、耐震性能が基準を満たしておらず、老朽化も進行してい

後の山形県立寒河江工業高等学校の学科構成及び定員 

：機械科、電子機械科及び情報技術科 

校舎・体育館建築、外構工事 

校舎・体育館供用開始：平成 36

グラウンド整備 

グラウンド供用開始：平成 37 年９月＞

ＰＦＩ手法（ＢＴＯ方式）により実施 

グラウンド、自転車置場及び駐車場等の外構施設一式の整備 

の調達及び設置 
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年４月＞ 
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